
２００8年度　雲柱社　児童館ブロック事業計画
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　児童館名：上池台児童館

＜１＞事業計画

子育て支援活動（乳幼児・親） 学童クラブ 小学生を対象とした活動 中高生を対象とした活動

活
動
目
標

○乳幼児を持つお母さん方の悩みや不安を
　共有しサポートしていく。

○子ども達の成長を共に見守り、喜ぶ。

○親子で楽しみ、共に作り上げる参加型の
　活動を展開する。
　
○お母さん、子どもたちがほっと過ごせる
　場となる。

○保健センターなど地域の社会資源を調べ、
　連携をはかる。

○子どもたちにとって、家庭に代わる安全
　な場となる。

○子どもたちが安心して、楽しく過ごすこと
　のできる場となる。

○ひとつの集団として、遊び、友達の関係
　を広げ、生活体験を豊かにする。

○第３の場として、自分を正直に表現できる
　場となる。

○思いやりをもって、みんなで協力する

○自分を見つめ、他者に思いを馳せる力を育む
　
○組織活動、行事（自然体験）、日常活動を
　３本の柱として事業を展開する。

○集団遊びを通じて、子ども達が色々な経験
　・体験となる。
　
○社会性、協調性を体験的に学ぶ。

○上池台児童館の存在を、中学生に知って
　もらう。
　
○コンスタントに来館してもらえるよう、
　中学生と関係作りに努める。

活
動
の
内
容
・
行
事
等

＜グループ活動＞
　・いちごクラス（０歳児）A…　毎週木曜日
　　　　　　　　　　　　　　　B…　毎週金曜日
　・さくらんぼクラス（１歳児）A/B…毎週火曜日
　・りんごクラス（２，３歳児）A…毎週木曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　B…毎週金曜日
　・こいちごクラス（０歳児低月齢）…１０月より開始

＜日常活動＞
　・ファミリールーム…環境整備に努める
　・わいわいルーム…３階をお母さん方、子どもた
　　　　　　　　　　　　　ちの交流の場として開放。
　　　　　　　　　　　　　時間…１０：００～１４：００
　　　　　　　　　　　　　曜日…月、水、土曜日

＜その他プログラム＞
　・親子遠足（年2回）
　・なつまつり
　・夏休みプログラム
　・運動会
　・クリスマス会
　・ベビー服リサイクル（年3回）
　・お父さんと遊ぼう
　・お母さん向け講座の開催
　・お母さんの映画会
　・幼稚園生プログラム

　○２００８年度は、他機関との連携を深め
　　母親講座等を、計画的に行なう。
　○地域に出て行き、地域のニーズを探る。
　○教室活動ではなく、児童館ならではの、
　　活動を探る。

＜定員＞　9０名

＜育成時間＞
　　・通常…下校時間～１７：００
　　・延長…１７：００～１９：００
　　・学校休業日…８：３０～

＜年間行事＞
　　・４月…入室式
　　・６月…個人面談
　　・７月…水遊び
　　・１０月…外出
　　・１１月…個人面談
　　・１月…たこあげ
　　・３月…遠足

＜その他プログラム＞
　　・誕生会
　　・駄菓子屋さん
　　・お楽しみ会
　　・お店屋さんごっこ
　　・ロッカー掃除
　　・外遊び（近隣の公園・中庭）
　
＜その他＞
　　・お便りの発行（月１回）
　　・縦割りのグループ活動と共に、
　　　同学年横のつながりも大切にする。
　　・保護者との関係、保護者同士の関
　　　係を深めるため、夕食会を行なう。
　
　

＜低学年活動　だいだらぼっち　１～３年生＞
　　・学年別、年間２５回グループ活動
　　・ハイキング、キャンプ
　
＜高学年活動＞
　　・組織活動は行なわず、自然体験プログラムを
　　　中心に、毎回、申込み形式の行事を行なう。
　　・磯遊び、サマーキャンプ等

<スポーツ活動＞
　　各種スポーツ大会

＜文化部門＞
　　手芸教室、手作り教室、お話しの会
　　高学年の来館に結びつくようなプログラムを
　　行う。

＜年間行事＞
　　こどもの日、なつまつり、クリスマス、
　　焼き芋の会、冬まつり

○２００８年度は、一般来館に目を向け、日常活
　動の充実をはかる。
○子どもの自由時間が少ないが、合間をぬって
  来館してもらえるような関係性を付けて行きたい。
○GGM（グレートギフトミニストリーズ）の活動
を年間通して行い、世界の子ども達に目を向
け、隣人に目を向ける。

・来館する中学生は、部活等忙しく、
　また門限が７時前である。何らかの形で児童館
　につながって行けるような、関わりをしていき
　たい。

・中学生タイム（18：00～19：00）を設けて、中学生
　ゆっくり過ごせる場所作りから始めたい。

・来館する中学生の希望も取り入れて行き
　たい。

　・私たちは、みんなの居場所となる児童館をめざします。
　・私たちは、子どもたちが多くの人と出会い、遊びや行事などへの参加を通して社会力を培う児童館を目指します。
　・私たちは、子どもたちやその家庭が抱えている問題を受け止め、共に担う児童館を目指します。
　・私たちは、世界の人たちと共に生きるための学習や異文化体験、ボランティア活動などに取り組む児童館を目指します。
　・私たちは、子どもたちが平和を愛し、差別や偏見にたち向かう　力を育む児童館を目指します。

　

　


